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　平成31年度の予算は、３月

８・11・12・13・14・15日の

６日間、予算特別委員会を開

き、審査しました。同委員会

では一般会計と６特別会計、

２企業会計を原案のとおり可

決すべきものと決定。第１回

定例会最終日の３月18日本会

議で全て原案のとおり可決さ

れ、31年度の予算の使い道が

決まりました。ここでは、予

算特別委員会での質疑や31年

度の主な事業などを紹介しま

す。

平成31年度各会計別の予算総額（１万円未満四捨五入）

一般会計 207億6,500万円

特
別
会
計

　国民健康保険（事業勘定） 33億3,966万円

　後期高齢者医療 2億8,133万円

　国民健康保険（診療施設勘定） 2億2,647万円

　公共下水道事業 3億7,171万円

　農業集落排水事業 6億2,267万円

　浄化槽事業 7,766万円

企
業
会
計

水道事業

収益的収入 5億8,731万円

収益的支出 5億8,230万円

資本的収入 3億1,285万円

資本的支出 6億2,264万円

西根病院事業

収益的収入 8億8,981万円

収益的支出 9億  999万円

資本的収入 36億1,993万円

資本的支出 38億  278万円

31年度

予算

一般会計予算額は
207億6,500万円

　　　　

― 前年度比12億6,800万円（5.8％)減 ―

予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

西
根
総
合
支
所
警
備
宿
日
直
委
託
料
が
前
年
度

よ
り
、
倍
に
な
っ
て
い
る
が
状
況
を
伺
う
。

労
働
基
準
監
督
署
な
ど
が
業
界
に
対
し
指
導
を

行
っ
て
お
り
、
適
正
な
人
員
配
置
の
見
直
し
や

賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
な
ど
で
、
契
約
額
が
大

幅
に
増
加
し
た
た
め
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
費
３
０
９
９
万
７
千

円
と
あ
る
が
、
活
動
の
検
証
・
評
価
基
準
が
あ

る
か
伺
う
。

国
の
事
業
に
基
づ
い
て
、
報
酬
２
０
０
万
円
、

そ
の
ほ
か
活
動
に
対
し
２
０
０
万
円
を
国
か
ら

支
援
し
て
も
ら
い
、
隊
員
は
自
分
た
ち
の
活
動

目
的
に
基
づ
い
て
日
々
活
動
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
終
了
後
も
八
幡
平
市
に
定
住
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

文
書
広
報
費
の
報
償
費
４
万
円
に
つ
い
て
伺
う
。

県
内
民
放
で
行
っ
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
へ
出
品
し
た
方
に
５
千
円
、
市
の
代
表
に

な
っ
た
方
に
さ
ら
に
５
千
円
、
Ｃ
Ｍ
大
賞
で
入

賞
し
た
場
合
プ
ラ
ス
１
万
円
を
差
し
上
げ
る
予

算
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
費
８
１
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
、
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
運
行
時
間
、
コ
ー
ス
の
見
直
し
が
あ

る
の
か
伺
う
。

事
業
を
委
託
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
、
毎
月
利

用
者
人
数
を
路
線
ご
と
に
報
告
を
受
け
、
集
計

や
分
析
を
行
い
、
随
時
、
社
会
的
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
た
運
行
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

産
学
官
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
研
究
事
業
職
員

の
派
遣
は
何
人
か
。
そ
し
て
、
研
究
成
果
が
市

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

職
員
派
遣
は
こ
れ
ま
で
３
人
で
、
30
年
度
は
派

遣
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
市
内
の
豆
腐
屋
さ
ん

で
、
品
種
改
良
し
た
大
豆
「
貴
ま
る
」
を
使
い
、

豆
腐
、
納
豆
を
作
っ
て
い
る
。

家
庭
的
保
育
運
営
支
援
事
業
の
補
助
金
は
、
い

く
ら
か
。
ま
た
、
家
庭
的
保
育
施
設
は
何
カ
所

で
、
児
童
人
数
は
ど
の
く
ら
い
か
伺
う
。

児
童
数
に
関
係
な
く
１

事
業
者
当
た
り

１
６
０
万
８
千
円
を
２
年
間
補
助
し
て
い
る
。

４
月
か
ら
の
開
所
予
定
は
１
カ
所
で
、
定
員
数

５
名
に
対
し
２
～
３
名
の
申
し
込
み
が
あ
る
。

認
知
症
高
齢
者
見
守
り
事
業
の
用
品
装
置
の
一

部
助
成
金
は
い
く
ら
か
。
利
用
者
数
も
伺
う
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
本
体
は
１
万
５
千
円
、
設
定
費
用
は

３
５
０
０
円
、
合
計
１
万
８
５
０
０
円
を
助
成

す
る
。
そ
れ
か
ら
、
靴
に
装
着
す
る
と
な
れ
ば
、

靴
代
１
万
円
の
半
分
ぐ
ら
い
を
加
え
て
補
助
す

る
。
今
ま
で
に
２
名
の
利
用
実
績
が
あ
る
。

松
尾
地
区
の
統
合
保
育
所
建
設
に
向
け
て
、
造

成
工
事
費
３
億
円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
が
。

整
地
に
５
３
０
０
万
円
、
擁
壁
に
３
１
０
０
万

円
、
木
の
根
っ
こ
処
分
に
３
２
０
０
万
円
ほ
ど

で
、
１
億
６
千
万
円
の
直
接
工
事
費
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
１
億
１
千
万
円
の
一
般
管
理
費
を
加

え
、
消
費
税
込
み
約
３
億
円
と
な
る
。

家庭的保育運営支援
補助金

【事業内容】　家庭的保育実施
事業者に、運営費を２年間支
援する。

家庭的保育運営施設

【予算額】 160万円

ふるさと創生支援事業費
補助金

【事業内容】　まち・ひと・しご
と創生総合戦略に主体的に取
り組む団体の活性化事業に対
し、補助する。

八幡平山賊まつり

【予算額】 150万円

東京オリンピック
ホストタウン推進事業

【事業内容】　ホストタウンと
なったルワンダ共和国の各競
技の事前合宿受け入れと、交
流事業を行う。

ホストタウン調印式

【予算額】 2,557万円

特定空家等解体業務

【事業内容】　所有者不明かつ
危険な状態の空き家を解体す
る。（木造２階の１戸建住宅で
延床面積140平方㍍を想定）

長年経過した空き家

【予算額】 547万円

ふるさと応援寄付金
推進事業

ふるさと応援寄付金パンフレット

【予算額】 2 億 1,648万円

ＱＡＱ

Ｑ

Ａ

ＡＱＡ

【事業内容】　70歳以上で自動
ブレーキなどの先進安全装置
付き自動車購入に対し、８万
円または10万円を補助する。

自動車自動ブレーキ補助装置

【予算額】 180万円

高齢者先進安全自動車
購入費補助金

ＱＡＱＡ

ＱＱ ＡＡ

【事業内容】　八幡平市を全国
から応援してもらうための、
ＰR活動および寄付金の取り
扱いを行う。
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予
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

盛
岡
広
域
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
負
担
金

に
つ
い
て
伺
う
。

矢
巾
町
の
老
朽
化
し
た
射
撃
場
や
ク
レ
ー
射
撃

な
ど
の
施
設
を
、
国
の
補
助
や
盛
岡
広
域
の
市

町
の
負
担
金
補
助
を
受
け
て
整
備
す
る
。

八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
の
活
動
状
況
を
伺
う
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
調
査
事
業
、

観
光
関
連
事
業
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

勉
強
会
、
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
整
備
な

ど
の
委
託
業
務
を
行
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

い
わ
て
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
連
携
し
た

合
宿
誘
致
を
推
進
し
て
き
た
が
、
日
程
な
ど
の

調
整
が
難
し
く
誘
致
に
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後

は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

の
情
報
発
信
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
可
能
性
調
査

の
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

岩
手
河
川
国
道
事
務
所
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
な

ど
の
関
係
機
関
と
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
意
見
を
ま
と
め

る
も
の
で
あ
る
。

市
道
椛
沢
線
整
備
事
業
と
、
平
舘
排
水
路
整
備

調
査
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
の
椛
沢
線
大
橋
の
橋
梁
架
け
替
え
工
事
は
、

県
の
代
行
事
業
と
し
て
行
う
。
排
水
路
整
備
は
、

野
駄
田
ん
ぼ
の
圃
場
整
備
計
画
が
あ
り
、
そ
の

排
水
計
画
に
合
わ
せ
行
っ
て
い
く
。

軽
舗
装
工
事
の
予
算
が
、
例
年
の
半
分
に
な
っ

た
理
由
を
伺
う
。

こ
の
事
業
は
補
助
金
の
付
か
な
い
市
単
独
事
業

と
な
る
た
め
、
他
の
事
業
と
の
調
整
で
今
年
度

予
算
が
決
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
促
進
事
業
に
つ

い
て
の
状
況
を
伺
う
。

平
成
30
年
度
は
２
校
で
実
施
し
、
今
後
は
全
校

実
施
の
予
定
で
進
め
て
い
る
。
地
域
と
、
学
校

が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

松
尾
・
安
代
地
区
の
、
小
中
学
校
教
育
用
パ
ソ

コ
ン
購
入
に
つ
い
て
伺
う
。

新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
へ
の
移
行
に
備
え
、
約

１
３
０
台
導
入
す
る
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
の
終
了
す
る
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
を
、
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
10
に
更
新
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
策
と
し
て
、
カ
ー
ド
決
済

端
末
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
状
況
を
伺
う
。

大
き
な
ホ
テ
ル
や
大
型
店
、
一
部
の
飲
食
店
な

ど
で
導
入
し
て
い
る
。
今
後
の
対
応
を
進
め
る

た
め
に
、
商
工
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
施
設
整
備
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
候
補
地
が
確
定
し

て
い
な
い
。
現
在
の
基
本
構
想
で
は
、
当
市
に

中
継
施
設
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

ご
み
の
持
ち
込
み
は
従
来
ど
お
り
で
あ
る
。

創業者支援補助金

【事業内容】　空き店舗などを
利用した、新規創業者への助
成を行う。（１店舗限度額50万
円）

テナント募集している空き店舗

【予算額】 100万円

いわて型野菜トップモデル
産地創造事業費補助金

トップモデル産地創造事業資料

【予算額】 1,762万円

ＱＡＱ

ＱＡＱ

Ａ

ＡＱＡ

【事業内容】　森林環境譲与税
の配分に伴い、将来に向けた
事業の財源とするため、森林
環境譲与税を積み立てる。

放置された森林

【予算額】 2,030万円

林業振興基金積立金

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＱ ＡＡ

【事業内容】　平成34年度まで
に、同一品目野菜の販売額を
１億円以上増加や単収を倍増
させる計画のものに補助する。

【事業内容】　大更駅前顔づく
り施設などの予備設計を行う。

商工業担い手育成事業
補助金

【事業内容】　市内商工業者の
事業認知度向上、従業員定着
を図るイベントなどの開催経
費に助成する。

永年勤続優良従業員等表彰式

【予算額】 222万円

新しい園芸産地づくり
支援事業費補助金

【事業内容】　水稲から園芸作
物に転換し、平成34年度まで
に産地体制を確立する計画の
ものに補助する。

りんどう生産現場

【予算額】 3,883万円

大更駅前顔づくり施設等
予備設計業務

大更駅前周辺

【予算額】 3,240万円

討
論(

一
般
会
計
・
３
月
18
日
本
会
議)

【
賛
成
討
論
】　

井
上
辰
男
議
員(

八
起
会)

　

平
成
31
年
度
予
算
総
額
は
、
２
０
７
億
６
５
０
０
万
円
と

な
り
、
自
主
財
源
で
あ
る
市
税
収
入
は
、
前
年
度
対
比
で
４

４
５
０
万
円
増
で
あ
る
。
ま
た
、
市
債
28
億
６
１
７
０
万
円

に
対
し
、
公
債
費
29
億
９
１
３
５
万
円
と
着
実
に
借
入
額
を

減
ら
し
、
市
民
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
新
規
事
業

と
し
て
、
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
で
は
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
、

親
子
で
出
掛
け
ら
れ
る
八
幡
平
市
ら
し
い
将
来
像
の
具
現
化

に
向
け
動
き
出
し
、
地
域
住
民
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
市
民
病
院
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
、
よ
り
高
度
で
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
・
確
保
に

も
万
全
を
期
す
よ
う
要
望
す
る
。
い
わ
て
型
野
菜
ト
ッ
プ
産

地
創
造
事
業
で
は
、
新
た
な
産
地
と
規
模
拡
大
に
よ
る
農
業

所
得
の
向
上
と
や
る
気
の
創
出
、
体
育
施
設
維
持
管
理
事
業

で
は
、
田
山
射
撃
場
の
ト
イ
レ
を
車
椅
子
対
応
に
改
修
す
る

な
ど
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
強
化
合
宿
の
拠
点
化
・
交
流
人
口
の

拡
大
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
高
齢
者
が
共
に
支
え
合
い
、
共
に
暮
ら
す
高
齢
化
社
会

の
実
現
、
子
育
て
支
援
で
は
、
医
療
費
助
成
で
現
物
給
付
方

式
の
対
象
を
未
就
学
児
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
が
解
消
さ
れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
必
要
な
事
業
に
は
積
極
的
な
投
資
を
進
め
、
検

討
す
べ
き
こ
と
に
は
、
真
摯
に
向
き
合
い
、
先
駆
的
な
施
策

が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
付
託
に
応
え
る
も
の
と
高
く

評
価
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】　

髙
橋
悦
郎
議
員(

日
本
共
産
党)

　

内
閣
府
は
１
月
の
景
気
動
向
に
つ
い
て
、
後
退
期
に
入
っ

た
と
発
表
し
た
。
３
月
の
共
同
通
信
社
の
世
論
調
査
で
も
、

「
景
気
の
回
復
を
実
感
す
る
」
が
10
・
１
％
、
「
実
感
し
な

い
」
が
84
・
５
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
消
費
税

が
10
月
か
ら
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
増

税
が
必
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
昨
年
度
末
で
４
２
７
兆
円
の
内

部
留
保
を
た
め
込
ん
で
い
る
大
企
業
の
法
人
税
こ
そ
、
増
税

す
る
べ
き
で
あ
る
。
大
企
業
の
法
人
税
率
は
、
消
費
税
が
ス

タ
ー
ト
し
た
平
成
元
年
の
42
％
か
ら
、
今
年
度
の
23
・
３
％

ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
法
人
税
引
き
下
げ
は
、

こ
れ
ま
で
の
消
費
税
増
税
分
の
80
％
が
法
人
税
引
き
下
げ
分

の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
新
年
度

は
、
人
口
減
少
に
対
応
す
る
「
総
合
戦
略
計
画
」
が
更
新
さ

れ
る
年
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
、
少
子
化
へ
対
応
す
る
計

画
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
今
議
会
で
議
論
に
な
っ

た
が
、
当
市
の
就
学
援
助
費
受
給
者
は
中
学
生
で
５
人
に
１

人
、
20
％
と
な
り
年
々
増
加
し
て
い
る
。
子
育
て
世
代
が
経

済
的
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
議
会

で
提
案
し
た
が
、
宮
古
市
が
新
年
度
か
ら
国
保
税
の
子
ど
も

の
均
等
割
り
全
額
減
免
制
度
を
始
め
る
。
当
市
の
場
合
こ
の

減
免
制
度
を
実
施
す
る
と
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
年
に
２
万

７
千
円
が
減
免
さ
れ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
子
育
て
支
援

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
年
度
策
定
さ
れ
る
「
総
合
戦
略

計
画
」
に
、
こ
の
子
育
て
支
援
策
を
盛
り
込
む
こ
と
を
強
く

求
め
、
反
対
討
論
と
す
る
。
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３月定例会

西根病院が地域包括ケア
病床の増床により収益増

●会期　２月21日～３月18日（26日間)

３月定例会議案採決（議案第23号）

今回は

市長提出議案　33件

報告　　　　　２件

議員提出議案　１件

採
算
が
取
れ
る
の
か
伺
う
。

民
間
の
薬
局
で
あ
る
が
、
採
算

が
取
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
と

伺
っ
て
い
る
。
薬
局
の
運
営
費

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　
Ａ

※賛成＝○、反対＝●　工藤剛議長は採決に加わりません

平成31年第１回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議決結果

関　
　

治
人
（
八　

起　

会
）

羽
沢　

寿
隆
（
八　

起　

会
）

工
藤　

多
弘
（
松　

西　

会
）

勝
又　

安
正
（
八　

起　

会
）

北
口　
　

功
（
無　

会　

派
）

工
藤　

隆
一
（
八　

起　

会
）

田
村　

善
男
（
八　

起　

会
）

井
上　

辰
男
（
八　

起　

会
）

立
花　

安
文
（
八　

起　

会
）

渡
辺　

義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　

直
道
（
無　

会　

派
）

古
川　

津
好
（
松　

西　

会
）

田
村　
　

孝
（
八　

起　

会
）

髙
橋　

悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

熊
澤　
　

博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

関　

善
次
郎
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

髙
橋　

光
幸
（
松　

西　

会
）

米
田　

定
男
（
日
本
共
産
党
）

小
野
寺
昭
一
（
八　

起　

会
）

工
藤　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

議　案
第23号

平成31年度八幡平
市一般会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ － 原案可決

【
議
案
第
６
号
】　

八
幡
平
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
ご

み
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
の
変
更
請

負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て５

３
４
万
円
増
額
の 

変
更
契
約
を
締
結

　

㈱
協
和
エ
ク
シ
オ
と
の
工
事
契
約
金

額
を
、
11
億
５
７
７
６
万
円
か
ら
11
億

６
３
１
０
万
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

変
更
後
の
増
減
の
見
積
も
り
の

算
出
や
承
認
、
確
認
の
状
況
は
、

ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

変
更
の
増
減
に
つ
い
て
は
、
工

事
の
工
程
会
議
で
進
捗
状
況
を

報
告
し
内
容
な
ど
を
精
査
し
て

い
る
。
変
更
部
分
は
協
議
し
た

上
で
、
金
額
を
算
出
し
て
い
る
。

受
注
の
会
社
だ
け
で
な
く
、
第

三
者
も
入
れ
て
の
算
定
基
準
で

あ
る
か
。
チ
ェ
ッ
ク
は
、
行
政

側
の
方
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

変
更
金
額
の
積
算
に
お
い
て
、

工
程
会
議
に
設
計
を
委
託
し
た

コ
ン
サ
ル
会
社
も
入
り
協
議
し

て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
建
設
課
職
員
も
確
認
し
た

上
で
、
金
額
を
算
出
し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

【
議
案
第
７
号
】　

旧
松
尾
総
合
支
所
解
体
工
事

の
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

１
３
１
１
万
円
増
額

の
変
更
契
約
を
締
結

　

㈱
遠
忠
と
の
工
事
契
約
金
額
を
、
２

億
９
１
６
０
万
円
か
ら
３
億
４
７
１
万

円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
処
理
に

つ
い
て
、
残
っ
て
い
る
作
業
工

程
は
何
か
。

工
事
の
進
捗
に
伴
い
、
当
初
の

設
計
の
見
込
み
よ
り
、
結
果
と

し
て
除
去
箇
所
お
よ
び
数
量
が

多
か
っ
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
は
、

全
量
適
正
に
処
理
さ
れ
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
の
存
在
箇
所

や
数
量
を
把
握
し
な
い
当
初
設

計
は
、
ず
さ
ん
な
設
計
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
量
に
関
す
る
書

類
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、

当
初
設
計
と
の
差
異
が
生
じ
た

も
の
で
あ
る
。
工
事
の
最
終
変

更
は
、
平
成
31
年
度
に
持
ち
越

さ
れ
る
。

ＱＡＱＡ

９
４
４
１
万
円
減
額 

の
補
正
予
算

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
４
４
１
万

円
を
減
額
す
る
も
の
で
、
主
な
歳
入
・

歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
た
ば
こ
税

　

３
０
０
万
円
（
減
額
）

▼
薬
局
整
備
事
業
補
助
金

　

８
０
０
万
円

歳
入
の
た
ば
こ
税
が
、
減
額
補

正
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
見

通
し
を
伺
う
。

合
併
後
で
は
、
平
成
25
年
が
２

億
７
０
０
万
円
と
最
高
で
、
30

年
が
１
億
８
２
６
３
万
円
と
右

肩
下
が
り
に
減
っ
て
い
る
。

国
の
法
律
で
庁
舎
内
で
の
喫
煙

が
規
制
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
庁

舎
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
見
解
を

伺
う
。

庁
舎
内
で
は
喫
煙
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
の
で
、
屋
外
に
喫
煙

所
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

安
代
診
療
所
で
院
外
処
方
す
る

と
あ
る
が
、
開
設
す
る
薬
局
は

【
議
案
第
14
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

ＱＡＱＡＱ

【
議
案
第
18
号
】　

平
成
30
年
度
八
幡
平
市
国
民

健
康
保
険
西
根
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算(

第

４
号)病

院
事
業
入
院
収
益 

３
１
７
６
万
円
増
額

　

西
根
病
院
事
業
の
収
入
額
を
変
更
す

る
も
の
で
、
主
な
変
更
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
入
院
収
益　

３
１
７
６
万
円
（
増
額
）

▼
外
来
収
益　

3７
万
円
（
減
額
）

▼
一
般
会
計
負
担
金　

１
４
７
５
万
円

　

（
減
額
）

入
院
収
益
が
３
１
７
６
万
円
増

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
伺
う
。

一
般
会
計
負
担
金
の
不
採
算
地

区
運
営
経
費
３
０
０
０
万
円
を

減
額
し
た
。
こ
れ
は
、
「
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
」
の
利
用
が
進

み
、
昨
年
９
月
か
ら
20
床
増
床

し
た
結
果
と
判
断
し
て
い
る
。

ＱＡ



会派代表質問
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会派代表質問

質問した事項

地
域
農
業
の
将
来
像

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
現

春耕を待つ農の大地

田
たむら

村善
よ し お

男 議員

（八起会）

講習を終え、起業家した若者たち

問　

農
の
大
地
の
実
現
を
進
め

る
八
幡
平
市
の
農
業
は
、
持
続

可
能
な
農
業
へ
の
将
来
像
を
ど

う
考
え
、
描
く
の
か
。

市
長　

地
域
農
業
を
地
域
全
体

の
課
題
と
し
て
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
進
捗
を

図
っ
て
い
く
。

部
活
動
指
導
員

問　

部
活
動
の
指
導
や
引
率
な

ど
の
活
動
を
、
教
員
に
代
わ
っ

て
担
う
「
部
活
動
指
導
員
」
の

人
数
を
伺
う
。

教
育
長　

岩
手
県
教
育
委
員
会

か
ら
市
内
中
学
校
数
を
目
安
と

し
て
示
さ
れ
て
お
り
、
八
幡
平

市
は
４
人
ほ
ど
で
あ
る
。

免
許
証
自
主
返
納

問　

加
齢
に
伴
う
注
意
力
や
判

断
力
の
衰
え
に
よ
る
、
交
通
事

故
の
未
然
防
止
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

市
長　

身
体
機
能
の
低
下
を
自

覚
し
、
平
成
30
年
は
64
件
の
返

納
が
あ
り
、
年
々
増
加
に
あ
る
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ

問　

現
状
の
登
録
児
童
数
と
、

施
設
の
改
善
点
を
伺
う
。

市
長　

指
定
管
理
９
カ
所
、
業

務
委
託
４
カ
所
で
、
４
６
３
名

で
あ
る
。
改
善
点
は
、
施
設
の

老
朽
化
と
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必

要
が
生
じ
て
い
る
。

顔
づ
く
り
施
設

問　

大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設

と
し
て
の
検
討
状
況
は
。

市
長　

昨
年
10
月
に
顔
づ
く
り

施
設
複
合
施
設
用
地
検
討
業
務

を
発
注
し
、
庁
内
検
討
会
議
を

設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　

市
の
事
業
で
、
若
者
の
移

住
に
結
び
付
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ソ
フ
ト
講
習
の
「
ス
パ
ル

タ
キ
ャ
ン
プ
」
が
好
評
の
よ
う

で
あ
る
。
成
果
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

前
回
は
、
15
名
の
定
員

に
１
９
２
名
の
応
募
が
あ
っ

た
。
キ
ャ
ン
プ
の
修
了
者
の
う

ち
、
現
在
14
名
が
市
の
起
業
家

支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い

る
。
移
住
者
も
、
千
葉
・
埼
玉

な
ど
か
ら
５
名
に
な
っ
た
。

基
金
の
取
り
崩
し

問　

平
成
30
・
31
年
と
２
０
０

億
円
を
超
え
る
予
算
で
、
基
金

の
取
り
崩
し
も
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
基
金
は
ど
こ
ま
で
取
り

崩
し
て
事
業
を
進
め
る
計
画
か
。

市
長　

減
債
基
金
は
、
庁
舎
建

設
な
ど
の
償
還
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
の
で
、
公
債
費
の
平
準
化

の
た
め
に
取
り
崩
す
見
込
み
で

あ
る
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
調
整
基

金
は
、
20
億
円
を
め
ど
に
取
り

崩
し
事
業
を
進
め
た
い
。

ト
ラ
ウ
ト
の
行
方

問　

新
た
な
利
活
用
が
検
討
さ

れ
て
き
た
ト
ラ
ウ
ト
ガ
ー
デ
ン

は
、
今
後
ど
う
な
る
か
。

市
長　

東
京
の
会
社
と
事
業
譲

渡
契
約
締
結
を
目
指
し
て
、
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
師
と
生
徒
の
信
頼

問　

教
師
と
生
徒
・
保
護
者
と

の
信
頼
が
損
ね
ら
れ
た
事
例
が

報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
に

お
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

同
様
な
事
は
あ
っ
た

が
、
保
護
者
の
願
い
に
耳
を
傾

け
、
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
る
。

古
ふるかわ

川津
つよし

好 議員

（松西会）

Ｉ
Ｔ
講
習
会
参
加
者
の
移
住

千
葉
・
埼
玉
な
ど
か
ら
５
名

(八起会) 田村　善男 議員……………………………０8

　・地域農業の将来像について
　・部活動指導員について
　・運転免許証自主返納の現状について
　・学童保育クラブの現状について
　・大更駅前開発について

(松西会) 古川　津好 議員……………………………０9

　・施政方針と新規事業について
　・教育行政運営基本方針と重点演述について
　・トラウトガーデンについて

（自由クラブ) 関　善次郎 議員………………………1０

　・児童虐待について
　・個人番号カードについて
　・スキー場整備について
　・市有林について
　・林道、作業道について

（日本共産党) 髙橋　悦郎 議員………………………1０

　・大更駅周辺賑わい創出事業について
　・国民健康保険制度について
　・農業振興について

（市民クラブ) 渡辺　義光 議員………………………11

　・市立図書館の現状と新図書館構想について
　・再任用職員の人材活用について
　・一般質問の検証、具現化について

北口　　功 議員 （無会派)……………………………12

　・市交通指導隊車両の現在の状況と今後の計画について
　・風疹の追加対策について
　・小中学校のエアコン設置事業について

　・毎月勤労統計の不正問題に対する取り組みについて

工藤　隆一 議員 （八起会)……………………………12

　・観光について
　・教育について

　・上水道について

工藤　直道 議員 (無会派)……………………………13
　・子育て支援と子どもの虐待防止について
　・大更駅周辺および隣接地域のまちづくり環境整備基本計画に
　　ついて
　・生ごみの発生抑制と清掃センター機能について
　・部活動指導員の制度化について

羽沢　寿隆 議員 (八起会)……………………………14

　・八幡平市における歴史、文化などの継承および教育について
・災害対策について

勝又　安正 議員 （八起会)……………………………14

　・安代地区の観光振興について
　・市道鴨志田線ほか整備事業の進捗状況について
　・市道白山叺田線の改良について

　・女性農業者の取り組みについて

　・日本短角牛の振興について

米田　定男 議員 （日本共産党)………………………15

　・市女性職員の管理職への登用について
　・空き家対策について

工藤　多弘 議員 (松西会)……………………………16
　・農業振興について
　・大更駅周辺および隣接地域のまちづくり環境整備基本計画に
　　ついて
　・八幡平市高齢者福祉計画について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)………………………16

　・畜産振興について
・姉妹・友好都市事業について
・老人福祉・介護事業の在り方について
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会派代表質問

新たに整備を行う田山スキー場

問　

田
山
ス
キ
ー
場
は
車
道
が

狭
く
、
普
通
車
の
す
れ
違
い
が

で
き
な
い
。
今
後
、
ロ
ー
ラ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
が
完
成
す
る
と
、

選
手
や
応
援
の
方
々
な
ど
で
通

行
量
が
増
え
る
。
車
道
拡
幅
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

今
後
、
交
通
量
の
増
加

状
況
を
見
極
め
て
検
討
し
た
い
。

問　

ス
キ
ー
場
の
車
道
拡
幅
改

良
は
、
車
両
の
通
行
量
が
増

え
て
か
ら
行
う
の
で
は
遅
い
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
が
整

備
さ
れ
る
と
、
今
ま
で
よ
り
通

行
量
が
増
え
る
こ
と
は
目
に
見

え
て
い
る
。
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン

デ
整
備
の
付
帯
事
業
と
し
て
、

車
道
の
拡
幅
工
事
を
す
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
車
道
は
ゲ
レ

ン
デ
を
横
断
し
て
い
る
冬
季
で

も
使
用
で
き
る
車
道
改
良
整
備

も
す
べ
き
で
あ
る
。

副
市
長　

夏
合
宿
に
向
け
た
誘

客
と
現
実
も
考
慮
し
な
が
ら
、

新
た
な
道
路
を
検
討
し
た
い
。

作
業
道
の
補
修
整
備

問　

補
助
で
整
備
さ
れ
た
作
業

道
は
、
補
修
さ
れ
な
い
で
放
置

さ
れ
て
い
る
。
崩
壊
し
、
車
道

と
し
て
利
用
で
き
な
い
箇
所
の

補
修
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

森
林
が
伐
期
を
迎
え
、

所
有
者
が
自
ら
行
う
補
修
に
対

し
て
、
費
用
対
効
果
も
勘
案
し
、

支
援
の
検
討
を
進
め
た
い
。

虐
待
の
状
況

問　

当
市
で
の
、
虐
待
の
状
況

を
伺
う
。
ま
た
、
虐
待
に
対
し

て
の
対
応
策
を
伺
う
。

市
長　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
案

が
あ
る
。
婦
人
相
談
員
や
家
庭

相
談
員
を
配
置
し
て
、
子
ど
も

や
家
庭
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

田
山
ス
キ
ー
場
の
車
道
整
備

交
通
量
を
見
極
め
て
検
討

関
せき

善
ぜんじろう

次郎 議員

（自由クラブ）

会派代表質問

駅
前
の
新
図
書
館
の
駐
車
場

関
係
者
と
意
見
調
整
し
た
い

八幡平市立図書館

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員

（日本共産党）

新図書館建設候補地（大更駅前）

問　

建
設
を
予
定
し
て
い
る
大

更
駅
前
の
「
顔
づ
く
り
施
設
」

内
に
、
新
図
書
館
の
開
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
敷
地
は
狭
く
て
、
駐
車
場
を

設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
見

解
を
伺
う
。

市
長　

新
図
書
館
の
利
用
者
に

は
、
周
辺
に
あ
る
駐
車
場
を

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
図
書
館

ま
で
歩
く
こ
と
で
、
ま
ち
の
賑

わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。
し

か
し
、
図
書
館
関
係
者
か
ら
、

図
書
館
の
専
用
駐
車
場
は
、
利

用
者
の
利
便
性
か
ら
も
必
要
だ

と
い
う
意
見
が
出
て
き
て
い
る
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

と
今
後
意
見
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
民
が
ど
ん
な
図
書
館
を

求
め
て
い
る
の
か
、
そ
の
あ
る

べ
き
図
書
館
か
ら
出
発
し
な
い

か
ら
、
問
題
が
起
こ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

教
育
長　

新
し
い
図
書
館
に
つ

い
て
は
、
利
用
す
る
市
民
が
ど

の
よ
う
な
図
書
館
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
市
民
の
声
を
聞
く
機

会
を
持
ち
た
い
。
そ
の
声
を
十

分
反
映
さ
せ
た
新
図
書
館
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　

「
顔
づ
く
り
施
設
」
建
設
に
、

新
年
度
は
予
備
設
計
業
務
で
３

５
０
０
万
円
の
予
算
が
付
い
て

い
る
。
そ
の
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長　

今
年
の
用
地

活
用
業
務
を
委
託
し
た
コ
ン
サ

ル
会
社
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
、

新
年
度
は
「
顔
づ
く
り
施
設
」

の
規
模
や
機
能
、
そ
し
て
部
屋

数
な
ど
、
具
体
的
な
予
備
設
計

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

今
ま
で
の
図
書
館
の
、「
読

む
、
貸
す
、
調
べ
る
」
の
ハ
コ

モ
ノ
行
政
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
聞
き
な
が
ら
、

本
に
親
し
み
、
子
育
て
機
能
や

市
民
交
流
の
場
を
設
け
た
ユ

ニ
ー
ク
な
図
書
館
が
全
国
に
出

現
し
て
い
る
。
大
更
駅
前
の
図

書
館
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

教
育
長　

最
近
、
図
書
館
の
集

客
力
が
注
目
さ
れ
、
図
書
館
を
、

ま
ち
づ
く
り
、
市
街
地
活
性
化
、

駅
前
再
開
発
な
ど
に
取
り
入
れ

る
先
進
事
例
が
あ
る
。
大
更
駅

前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
一
環
と

し
て
、
図
書
館
は
有
効
な
施
設

で
あ
る
。
多
く
の
市
民
の
声
を

反
映
し
、
構
想
し
て
い
き
た
い
。

再
任
用
職
員
の
活
用

問　

平
成
30
年
度
の
退
職
者
は
、

10
数
人
で
管
理
職
が
８
人
、
多

数
が
再
任
用
を
希
望
し
て
い
る
。

特
に
、
管
理
職
の
経
験
や
知
識

を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
人
事
配

置
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

再
任
用
職
員
に
は
、
後

輩
職
員
の
指
導
や
育
成
、
多
様

な
行
政
課
題
や
調
査
、
研
究
な

ど
長
年
の
経
験
と
能
力
を
最
大

限
活
用
で
き
る
よ
う
配
置
す
る
。

追
跡
質
問
文
化
施
設

問　

合
併
以
来
の
懸
案
事
項
で

あ
る
多
目
的
文
化
交
流
施
設
に

つ
い
て
、
西
根
地
区
体
育
館
の

大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
て
、
構

想
す
る
（
平
成
29
年
12
月
議
会
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
未
だ
進
捗

し
て
い
な
い
。
現
状
は
ど
う
か
。

市
長　

西
根
地
区
体
育
館
は
老

朽
化
が
著
し
く
、
改
修
が
必
要

で
あ
る
。
32
年
度
策
定
の
公
共

施
設
個
別
管
理
計
画
で
、
芸
術

文
化
の
拠
点
施
設
を
検
討
す
る
。

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員

（市民クラブ）

大
更
駅
前
に
新
図
書
館
建
設

に
ぎ
わ
い
と
顔
づ
く
り
施
設



一 般 質 問

13 №55 12№55

工
く ど う

藤隆
りゅういち

一 議員
（八起会）

洋式化率の向上が望まれる学校

学
校
全
体
の
ト
イ
レ
洋
式
化

年
次
計
画
に
て
大
規
模
改
修

一 般 質 問

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

市役所に待機する交通指導隊車両

問　

市
交
通
指
導
隊
車
両
の
現

況
と
、
今
後
の
更
新
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

防
災
安
全
課
で
管
理
す

る
市
内
の
交
通
指
導
車
は
、
18

年
か
ら
22
年
経
過
し
た
車
両
が

４
台
（
安
代
地
区
は
交
通
指
導

車
・
交
通
防
犯
車
の
共
同
で
２

台
）
、
交
通
防
犯
車
は
５
年
経

過
１
台
（
西
根
地
区
）
、
20
年

経
過
１
台
（
松
尾
地
区
）
で
合

計
６
台
を
管
理
し
て
い
る
。
今

年
度
、
車
検
更
新
の
で
き
な
い

車
両
は
な
い
が
、
車
両
が
古
い

こ
と
か
ら
部
品
交
換
が
で
き
な

い
車
両
が
出
て
く
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
更
新
計
画
は
、
全
庁
的

な
公
用
車
管
理
の
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

風
疹
の
追
加
対
策
に

つ
い
て

問　

風
疹
の
感
染
拡
大
防
止
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
る
。
今
後
の
市
の
取
り

組
み
と
、
準
備
状
況
を
伺
う
。

市
長　

予
防
接
種
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
（
３
カ
年
計
画
）
、

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ

た
男
性
が
、
風
疹
の
定
期
予
防

接
種
の
対
象
者
と
し
て
追
加
さ

れ
た
。
所
要
の
整
備
を
行
い
、

抗
体
検
査
や
予
防
接
種
に
係
る

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
。

な
お
、
平
成
31
年
度
は
、
昭
和

47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
が
対

象
で
あ
る
が
、
希
望
す
れ
ば
そ

れ
以
前
の
昭
和
37
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
で
も
、
抗
体
検
査
や

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
。
市

と
し
て
は
、
実
施
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

指
導
隊
車
両
の
更
新
計
画

公
用
車
管
理
の
中
で
検
討

問　

市
内
の
小
中
学
校
の
洋
式

化
率
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

学
校
全
体
の
ト
イ
レ

洋
式
化
改
修
に
つ
い
て
、
市
総

合
計
画
の
年
次
計
画
に
基
づ
き

順
次
大
規
模
改
修
を
行
い
、
教

育
環
境
の
改
善
を
図
り
た
い
。

問　

災
害
時
の
避
難
場
所
機
能

も
担
っ
て
い
る
の
で
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
利
用
も
想
定
さ
れ

る
。
多
機
能
ト
イ
レ
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

車
椅
子
使
用
の
障
害

者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
子

ど
も
連
れ
な
ど
、
多
様
な
人
々

の
利
用
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

避
難
場
所
と
し
て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
合
宿　
　

市
民
へ
の
周
知
方
法

問　

観
光
客
誘
致
の
一
環
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
行
っ
て

い
る
。
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

１
０
０
人
規
模
で
10
日

間
も
合
宿
す
る
の
に
、
ほ
と
ん

ど
の
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
現

状
で
あ
る
。
大
き
な
看
板
と
か
、

庁
舎
の
懸
垂
幕
を
使
用
し
、
合

宿
や
大
会
を
周
知
し
て
い
く
。

水
道
事
業
経
営
戦
略

問　

老
朽
管
の
更
新
事
業
、
布

設
後
40
年
経
過
し
た
管
が
残
存

し
、
老
朽
化
に
伴
う
漏
水
事
故

が
起
き
て
い
る
。
更
新
に
よ
る

適
正
な
維
持
管
理
や
、
事
故
の

予
防
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　

市
全
域
の
水

道
管
お
よ
び
施
設
、
そ
の
他
配

水
池
な
ど
の
現
状
調
査
を
し
て

い
る
。
来
年
度
に
集
約
し
、
更

新
の
方
針
を
立
て
、
32
年
度
に

計
画
を
策
定
す
る
。

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（無会派）

医療費助成拡大を望む高校生

問　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

高
校
生
ま
で
拡
大
し
、
無
料
化

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

市
長　

県
内
で
は
、
18
市
町
村

が
無
料
化
を
図
っ
て
い
る
。
高

校
ま
で
拡
大
し
た
と
試
算
す
る

と
、
８
０
０
万
円
ほ
ど
の
負
担

が
生
ず
る
。
市
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

市
の
児
童
虐
待
防
止
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

要
保
護
児
童
世
帯
30
世

帯
、
婦
人
相
談
関
係
世
帯
30
世

帯
ほ
ど
、
平
成
29
年
度
の
家
庭

相
談
件
数
７
４
８
件
、
婦
人
相

談
件
数
６
３
２
件
に
対
応
し
て

い
る
。
平
成
30
年
度
も
、
同
程

度
の
件
数
と
な
っ
て
い
る
。
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
庭

訪
問
な
ど
を
行
い
、
早
期
に
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

文
化
施
設
建
設
構
想

機
能
や
規
模
を
検
討

問　

市
民
に
要
望
の
多
い
、
基

本
計
画
に
も
あ
る
文
化
施
設
建

設
構
想
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長　

西
根
地
区
体
育
館
の

活
用
が
可
能
か
、
音
響
、
舞
台
、

座
席
な
ど
、
今
後
検
討
を
図
っ

て
い
く
。

問　

旧
３
町
村
の
合
併
協
議
会

の
８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協

議
事
項
の
中
で
、
多
目
的
文
化

交
流
施
設
整
備
計
画
と
し
て
、

決
議
さ
れ
て
い
る
が
伺
う
。

市
長　

合
併
協
議
会
の
案
件
と

し
て
、
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
。

今
後
、
市
民
、
議
会
を
交
え
検

討
委
員
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
、

早
急
に
対
応
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
と
虐
待
防
止

関
係
機
関
連
携
し
早
期
対
応
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勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

大雪で渋滞した荒屋新町中心部

鴨
志
田
線
整
備
事
業
の
進
捗

平
成
32

年
度
に
着
手
予
定

一 般 質 問

羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

岩屋地区にある漆室

問　

八
幡
平
市
に
は
、
優
れ
た

歴
史
、
文
化
遺
産
、
伝
統
芸
能

な
ど
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の
中

で
も
、
漆
文
化
の
象
徴
と
し
て

歴
史
的
遺
産
価
値
の
高
い
岩
屋

地
区
の
漆
室
が
あ
る
。
保
存
し
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
が
、
当
局
の
考
え
は
。

市
長　

歴
史
、
文
化
遺
産
に
関

し
て
は
、
映
像
記
録
に
よ
る

保
存
活
動
の
支
援
を
し
て
い

る
。
漆
室
に
関
し
て
は
、
文
化

財
指
定
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
歴
史
遺
産
と
し
て
保
存
活

用
、
ま
た
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
活
用
し
て
い
く
の
か
検
討

し
て
い
く
。
い
ず
れ
地
域
に
よ

る
理
解
と
愛
着
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　
　

ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

問　

小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
歴

史
文
化
教
育
を
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
は
初
年
度
に
し
か
支

援
が
な
い
が
、
継
続
的
に
支
援

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
非
常
に
地

域
と
密
接
し
た
良
好
な
関
係
が

築
か
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
支

援
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

河
川
氾
濫
防
災
対
策

問　

岩
木
地
区
で
は
、
大
雨
に

よ
る
避
難
準
備
情
報
が
出
さ
れ
、

河
川
沿
い
の
立
木
が
せ
り
出
し
、

危
険
な
箇
所
が
多
く
あ
る
。
早

急
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

県
に
対
し
、
そ
の
必
要

性
を
訴
え
て
き
て
は
い
る
。
ま

た
、
防
災
出
前
講
座
な
ど
、
機

会
あ
る
ご
と
に
市
民
の
防
災
意

識
の
向
上
に
務
め
て
い
き
た
い
。

歴
史
文
化
の
継
承
・
保
護

地
元
の
理
解
と
愛
着
が
重
要

問　

整
備
区
間
設
計
が
完
成
し

用
地
測
量
が
進
ん
で
い
る
が
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

来
年
度
は
、
高
畑
地
区

か
ら
不
動
橋
付
近
ま
で
の
用
地

測
量
取
得
を
計
画
し
て
い
る
。

工
事
は
、
32
年
度
に
安
代
診
療

所
付
近
か
ら
着
手
予
定
で
あ
る
。

問　

県
の
事
業
採
択
の
め
ど
が

立
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

現
在
調
査
中
で
あ
り
、

本
申
請
に
必
要
と
さ
れ
る
資
料

が
整
い
次
第
行
う
予
定
で
あ
る
。

安
代
地
区
観
光
振
興

問　

不
動
の
滝
へ
の
観
光
ア
ク

セ
ス
に
伴
う
整
備
、
早
期
改
良

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

桜
松
線
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
は
、
鴨
志
田
線
整
備
事
業

と
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
型
バ
ス
な
ど
が
、
通
行
し
や

す
い
よ
う
待
避
所
を
検
討
す
る
。

白
山
叺
田
線
の
改
良

問　

荒
屋
地
区
中
心
部
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
道
鴨
志
田
線
が
開
通

し
、
荒
屋
新
町
駅
裏
の
利
用
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　

雪
捨
て
場
所
の
対
策
が
必

要
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

市
長　

除
雪
維
持
管
理
に
努
め
、

雪
捨
て
場
所
の
設
置
に
つ
い
て

も
併
せ
て
検
討
す
る
。

日
本
短
角
牛
の
振
興

問　

赤
べ
こ
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち

上
げ
、
繁
殖
牛
の
増
頭
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

短
角
種
の
種
雄
牛
管
理

事
業
、
放
牧
事
業
を
展
開
し
県

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
検
討
す
る
。

米
ま い た

田定
さ だ お

男 議員
（日本共産党）

男女共同参画フォーラム

問　

男
女
共
同
参
画
基
本
法
第

５
条
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
形
成
は
、
男
女
が
社
会

の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
国
、

も
し
く
は
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
政
策
の
立
案
お
よ
び
決
定

に
共
同
し
て
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
し
て
い
る
。
現
在
、
市

役
所
内
管
理
職
26
名
中
３
名
、

11
・
５
％
が
女
性
で
あ
る
。
具

体
的
理
由
は
、
さ
ま
ざ
ま
あ
っ

た
と
し
て
も
、
結
果
と
し
て
そ

う
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
に

向
き
合
う
大
前
提
は
、
「
性
差

を
根
本
的
な
理
由
と
す
る
能
力

の
差
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う

こ
と
に
確
固
と
し
た
信
念
を
持

つ
こ
と
に
あ
る
。

市
長　

こ
れ
ま
で
職
員
採
用
に

当
た
っ
て
も
、
ま
た
幹
部
職
員

の
人
事
に
つ
い
て
も
、
男
女
を

差
別
す
る
意
識
は
毛
頭
な
く
対

応
し
て
き
た
。

問　

こ
の
課
題
を
進
め
る
上
で

い
ま
ひ
と
つ
大
事
な
の
は
、
職

員
へ
の
信
頼
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

幹
部
と
し
て
必
要
な
研
修
な
ど

を
行
う
こ
と
は
当
然
と
し
て
、

ま
ず
職
員
を
信
頼
し
て
そ
の
部

署
に
配
置
す
る
幹
部
登
用
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
責
任
感
、

誠
実
な
資
質
さ
え
備
え
て
い
れ

ば
、
必
ず
そ
の
部
署
に
ふ
さ
わ

し
い
能
力
を
発
揮
す
る
と
い
う

信
頼
で
あ
る
。

副
市
長　

管
理
職
に
必
要
な
の

は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
判
断

力
、
一
人
一
人
の
能
力
を
発
揮

さ
せ
る
能
力
で
あ
る
。

問　

こ
れ
は
市
役
所
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
市
役
所
が
地
域

の
中
で
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

す
と
い
う
大
き
な
意
義
も
あ
る
。

女
性
職
員
の
幹
部
登
用
推
進

能
力
を
有
す
る
職
員
を
育
成



17 №55 16№55

一 般 質 問

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

短角牛の親子

短
角
の
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

要
請
あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討

一 般 質 問

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

両親から子へ伝える農業

問　

農
業
基
盤
を
維
持
継
続
す

る
た
め
、
今
後
の
農
業
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　

国
の
強
い
農
業
・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
、

県
の
い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
実
践
支
援
事
業
や

市
単
独
事
業
の
八
幡
平
農
大
地

担
い
手
育
成
事
業
に
よ
り
、
農

家
の
経
営
基
盤
の
安
定
、
所
得

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
更
駅
舎
の　

 
利
便
性
向
上　

問　

大
更
駅
利
用
者
は
、
東
西

自
由
通
路
を
利
用
し
て
２
番
線

ホ
ー
ム
盛
岡
行
き
に
行
け
な
く
、

不
便
を
感
じ
て
い
る
。
対
応
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
課
長　

費
用
が
か
さ
む
こ

と
、
現
在
の
利
用
状
況
で
は
難

し
い
こ
と
な
ど
あ
る
が
、
引
き

続
き
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
し
て
い
く
。

問　

大
更
駅
舎
の
待
合
室
や
東

西
自
由
通
路
に
、
当
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
が
な
く
、
お
も
て
な
し

の
対
応
が
感
じ
ら
れ
な
い
が
。

商
工
観
光
課
長　

自
由
通
路
に

９
枚
ほ
ど
掲
出
し
て
い
る
。
今

後
は
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、

年
間
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
ポ
ス

タ
ー
を
掲
出
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

問　

駅
待
合
室
は
、
壁
に
覆
わ

れ
暗
い
の
で
改
造
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　

照
明
を
付
け
る
な

ど
で
き
る
こ
と
か
ら
検
討
す
る
。

医
師
確
保
に
全
力

問　

在
宅
医
療
を
率
先
的
に
担

う
医
師
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

市
長　

八
幡
平
市
の
利
点
を
生

か
し
な
が
ら
、
医
師
確
保
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

農
業
者
担
い
手
の
確
保

各
支
援
事
業
を
活
用
す
る

問　

日
本
短
角
種
の
振
興
と
、

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
問
う
。
秋
の
子

牛
価
格
は
33
万
８
千
円
に
高
騰

し
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の

平
成
31
年
度
畜
産
物
価
格
は
、

12
月
30
日
か
ら
前
倒
し
で
発
動

し
た
。
短
角
子
牛
の
補
給
金
制

度
の
保
証
基
準
価
格
は
、
９
万

２
千
円
も
上
が
り
31
万
４
千
円

と
な
り
、
追
い
風
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
短
角
と
短
黒
F1
牛

の
肥
育
に
も
取
り
組
み
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
に
応
え
る
食
材

を
目
指
し
、
試
食
会
も
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
農
協
の
宅
配

事
業
を
観
光
施
設
ま
で
拡
大
し
、

牛
肉
を
安
価
で
提
供
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
る
。
市
当
局
の

考
え
方
を
伺
う
。

市
長　

短
角
振
興
の
た
め
優
良

牛
導
入
助
成
額
を
２
万
円
か
ら

５
万
円
に
上
げ
る
予
算
を
組
ん

で
い
る
。
短
角
・
短
黒
F1
牛
の

肥
育
は
、
市
と
県
全
体
で
何
ら

か
の
支
援
措
置
で
販
売
促
進
も

や
る
べ
き
で
あ
る
。
短
角
・
短

黒
F1
牛
の
試
食
会
が
あ
れ
ば
、

参
加
し
て
み
た
い
。
日
本
短
角

種
の
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
建

設
も
、
生
産
部
会
か
ら
要
請
が

あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

秋
田
県
鹿
角
市
と
の

姉
妹
・
友
好
都
市
は

問　

鹿
角
市
と
は
旧
南
部
藩
の

鹿
角
街
道
の
往
来
で
、
つ
な
が

り
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
特
に
も

安
代
地
区
は
、
経
済
・
医
療
で

深
い
交
流
が
あ
り
、
鹿
角
市
を

姉
妹
・
友
好
都
市
と
し
て
迎
え

る
べ
き
で
な
い
か
伺
う
。

市
長　

議
員
か
ら
提
案
が
あ
っ

た
こ
と
を
鹿
角
市
に
も
伝
え
、

検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

議会の動き

(１月28日～５月10日)

１月

▲

28日　松西会・自由クラブ・工藤直道・会派議員研修（～30

　　　　日）

▲

29日　八起会・渡辺義光・会派議員研修（～31日）、北口

　　　　功議員研修（～30日）

２月

▲

１日　議会改革推進会議議員研修

▲

４日　議員全員協議会、議会改革推進会議

▲

５日　平成30年度盛岡市政調査会定期研修会

▲

14日　議会運営委員会、議会改革推進会議

▲

19日　盛岡地区広域消防組合議会全員協議会ならびに平成31

　　　　年２月盛岡地区広域消防組合議会定例会、岩手県後期

　　　　高齢者医療広域連合議会全員協議会ならびに平成31年

　　　　２月岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会

▲

21日　平成31年第１回定例会（～３月18日）、教育民生常任

　　　　委員会協議会、議会広聴広報常任委員会

▲

22日　平成31年盛岡北部行政事務組合議会第１回定例会なら

　　　　びに盛岡北部行政事務組合議会議員全員協議会

３月

▲

７日　産業建設常任委員会

▲

８日　予算特別委員会

▲

11日　予算特別委員会、議会改革推進会議、タブレット端末

　　　　導入調査研究部会（仮称）

▲

12日　予算特別委員会

▲

13日　予算特別委員会

▲

14日　予算特別委員会、 議会運営委員会

▲

15日　予算特別委員会

▲

18日　議員全員協議会、 会派等視察研修報告会

▲

26日　議会運営委員会

▲

28日　議会広聴広報常任委員会

４月

▲

15日　議会広聴広報常任委員会

▲

17日　議会改革推進会議

５月

▲

９日　議会広聴広報常任委員会
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問　〇の中には、どんな文字

　（数字)が入るでしょう？

■ 応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、 「ギカイのひろば」を

読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず記入の上、

はがきやファクス、電子メールで応募ください。正解者の中か

ら抽選で５人に八幡平市共通商品券1,000円分をお贈りします

(当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます）。

※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係

　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp

■しめ切り　令和元年６月19日㈬(当日消印有効)

■前回(№54)の正解　26(名)

　　　　　　　　　　応募者　23人　　正解者　23人

ク イ ズ

現在、スパルタキャン
プ修了者のうち、起業
家支援センターを利用
している人数は〇〇名

次は　６月定例会　（予定)
　議会を傍聴しませんか

　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴すること

ができます。傍聴を希望する人は、議会開催日に市役所

３階の議会事務局までお越しください（受付で住所や氏

名を記入する必要はありません）。

　議会の映像を見ることができます

　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階の

テレビでライブ中継を行っているほか、インターネット

(YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画配信して

います。

期　日　　 内　容

６月17日㈪  議案上程  ほか

６月18日㈫～20日㈭  一般質問　　　　　　　　

６月21日㈮　  休会(常任委員会)

６月22日㈯・23日㈰  休会

６月24日㈪　  議案審議

６月25日㈫  休会　　　　　　　　

６月26日㈬  委員長報告  ほか

※午前10時開会(変更の場合があります)

八幡平市議会活動レポート

会派視察研修

議会改革研修会

　２月１日に、市議会改革推進会議主催の研修会を開

催しました。農業ジャーナリストで明治大学客員教授

の榊田みどり氏を講師に迎え、「地域発のもうひとつ

の強い農業～現場基点で地域農政を考える～」を演題

に、市議会議員、市農業委員および市当局職員も参加

し、全国の農業事例や農業施策についての研修が行わ

れました。

農業委員と市職員も研修会に参加

議員全員協議会

　２月４日に議員全員協議会を開催し、市から八幡平

温泉館森乃湯の老朽化調査の結果を踏まえ、今後の施

設運営についてと、国民健康保険安代診療所を今後、八

幡平市立病院と一体的に運営し、常勤医師による診療

体制の構築についてなどの説明がありました。

森乃湯の施設運営などを説明

議員全員協議会

地域農業とまちづくり、コミュニティの再
生をどう考え進めていくかを学びました

　愛知県豊明市で、障がい者就労支援を学びました。

「わーくはぴねす」では、障がい者雇用のコンサルティ

ングと、法定雇用率を満たせない企業向け貸し農園の

運営で月給10万円を実現した。223社が参画し、1，274

名の障がい者雇用を創出する取り組みを研修しました。

松西会・自由クラブ・工藤直道・

会派議員研修

わーくはぴねす農園あいち豊明ファーム

　佐賀県武雄市で、レンタルソフト、書籍販売店などを

兼ね備えた先進型市立図書館を視察研修しました。佐

賀県鹿島市では、スポーツ合宿誘致の状況、農村ビジ

ネスサポートの取り組みとして道の駅「海道しるべ」

での６次産業化、特産品開発支援の状況を学びました。

八起会・渡辺義光・会派議員研修

武雄市立図書館
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声

学校紹介

平笠小学校前期児童会長

伊
いと う

藤颯
さつ き

希　さん

平
笠小学校は新１年生３名

を迎え、全校31名で新学

期をスタートしました。明るく

元気なあいさつが響き、笑顔あ

ふれる平笠小学校を目指し全員

で協力していきます。平笠小学

校には、代々受け継がれてきた

平笠田植え踊りがあります。い

くつも踊りがあり、踊りごとに

練習しています。地域の伝統も

私たちが受け継いでいきます。

　新元号「令和」と決定した中、

新しい元号を迎える実感と、新た

な時代到来に期待を感じ、気持ち

が引き締まる思いです。日ごろの

動向から、八幡平市発展に向けて

取り組む姿が見られることに、市

民としてうれしい限りです。中心

となる大更駅周辺と西根（市立）

病院が、新元号とともに新しくな

ることは喜ばしいことではないで

しょうか。高齢化社会と言われて

いる今、八幡平市もますます福祉

向上を充実し、幼児からお年寄り

まで安心して住みやすい八幡平市

になることを心から望んでいます。

議 会 の ま ど

福
祉
向
上
を
充
実
し

住
み
や
す
い
市
に髙

たかはし

橋英
え い じ

司  さん  （45歳）

（両沼）

平成31年度　議会事務局の体制

　事務局長　　　　高　橋　政　典

　事務局長補佐　　村　上　郁　子

　議事係長　　　　高　橋　美　穂

　主任　　　　　　佐々木　久　禎

　主任【再任用】　  遠　藤　明　広

平成31年第１回定例会

傍聴者数

52人


